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5.学生の受け入れ 

【計画 27】(入試事務部) 

本学の理念・目的及びそれに基づく

「入学者受け入れの方針」を、 様々

な方法を通じて社会に周知するとと

もに、社会状況や時勢に基づく検証を

行い、必要に応じ改善を図る。 

「計画達成のための方策」 

1.大学の理念・目的及び「入学者受け

入れの方針」を学生募集要項、本学ウ

ェブサイトで公表する。さらに、各種

の学生募集イベントやオープンキャ

ンパスで受験生・保護者等への周知を

図る。 

2.入学者選抜の方法の変更にともな

い、「入学者受け入れの方針」の事項

の見直しを行う。 

3.高大接続システム改革に基づき、学

位授与の方針、教育課程編成・実施の

方針を踏まえた「入学者受け入れの方

針」において、学力の 3要素(①知識・

技能、②思考力・判断力・表現力等、

③主体性を持ち多様な人々と協議し

つつ学習する態度に関し、入学希望者

に求める能力の適切な判定ができる

入学者選抜の改善を図る。 

4.高校での新学習指導要領に基づく

令和 7年度入学者選抜に向け、入学者

選抜方法・実施方法等についての検討

を行う。あわせて、共通テストでは実

施せず、各大学での検討事項となった

①記述式問題 ②英語の民間資格・検

定等の利用についての方向性を定め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 27】 

1.学部学科・大学院の理念・目的及び

「入学者受け入れの方針」を学生募集

要項、本学ウェブサイトで公開する。

各種のイベント、オープンキャンパス

での周知と浸透を図る。 

2.入学者選抜の方法の変更にともな

い、「入学者受け入れの方針」の事項

の見直しを行う。 

3.高大接続システム改革に伴い、令和

4 年度入学者選抜で実施した記述式

問題、調査書を利用した総合的・多面

的評価の検証と次年度以降の入学者

選抜での利用の検討を行う。 

4.新学習指導要領に基づく令和 7 年

度入学者選抜の実施についての検討

を行う。 
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1.学生の受け入れにあたっては、学部学科・大学院の理念・目的及び「入学者受け入

れの方針」を学生募集要項に明示するとともに、本学ウェブサイトにおいても公表し

社会に周知を図るとともに、受験生及び関係者等に進学ガイダンスやオープンキャン

パス等各種イベントで説明し周知を図った。 

2.令和 5 年度総合型選抜では、医療保健学部医療栄養学科の入学者受け入れの方針

を、学生募集に係る入学者選抜を踏まえ、各選抜入試で定めていた選抜方法から自己

推薦書、課題探求型の事前提出レポート及び面接に統一し、総合的・多面的な評価と

した。また、医療保健学部医療情報学科の選抜方法を、これまでの自己推薦書及び面

接から、自己推薦書、課題探求型レポート及び面接に変更した。 

・学校推薦型選抜では、受験生にわかりやすい選抜方法とするため、立川看護学部の

選抜方法を、総合問題、面接及び調査書から小論文、面接及び調査書に変更した。 

3.令和 4年度の入学者選抜について、総合型選抜では、これまでの医療保健学部に加

え、東が丘看護学部、和歌山看護学部の両学部も令和 4年度入学者選抜から総合型選

抜を導入し、多様な入学者選抜をより推進し、両学部の志願者増につながった。また、

医療保健学部医療栄養学科では、3月にも総合型選抜を実施したが、残念ながら学生

募集の増加にはつながらなかった。 

・一般選抜においては、Ｃ日程入試の内容を、英語＋選択 1科目の学力試験に調査書

の評価とする見直しを行い、志願者を増加させた。 

・和歌山看護学部では、さらに 3月に特別日程の入試を行い、記述式を含めた英語と

小論文によって本学への進学希望の強い受験生の選択肢を広げた。 

令和 5年度は、千葉県内での学生募集の強化と入学者選抜の多様性を図るため、千葉

県内在住・在学の高校生・既卒生を対象とした総合型選抜を実施した。 

また、医療保健学部医療栄養学科及び医療情報学科の総合型選抜についても、10月、

12月、3月に加え、9月及び 11月にも実施した。 

4.新学習指導要領に基づく令和７年度入学者選抜の実施については、その方法・内容

の検討を継続的に行った。 
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「評価指標」 

・学力の 3 要素に基づく入学者選抜

の実施状況 

・令和 7年度入試に向けた準備・実施

状況及び検証 

・記述式問題の実施、英語の外部資

格・検定等の利用についての検討状

況、実施状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画 28】(入試事務部) 

入学者選抜試験の実施内容について、

学部・研究科等の特色・特徴等を踏ま

えた改善・充実を図る。 

「計画達成のための方策」 

1.入学者選抜試験問題について、「入

学者受け入れの方針」に基づき適切に

作成することとし、試験問題にミス等

が生じないようチェック体制を徹底

する。 

2.入学者選抜試験会場において、入試

実施上の注意事項の徹底を図るとと

もに、試験監督を厳正に行う等入学者

選抜試験を公正かつ適切に実施する。 

3.入学者選抜における合否判定を公

正に行い、入学者選抜試験関係業務を

適切に実施する。 

 

「評価指標」 

・令和 4年度入学者選抜においては、

以下の入試改定の実施状況                 

①一般選抜での記述式問題の導入（和

歌山看護学部） 

②一般選抜 C 日程での調査書を利用

した総合的・多面的評価の実施（全

学科） 

③総合的・多面的評価での入学者選抜

の推進の観点から、東が丘看護学

部、和歌山看護学部で総合型選抜を

創設 

・前記の選抜法について、令和 5年度

以降の入学者選抜においての実施対

応についての検討状況 

・令和 7年度入試に向けた検討状況 

 

 

 

 

 

【年度計画 28】 

1一般選抜においては、作問者の作成

した試験問題を、外部の第三者機関に

よる査読及び問題チェックを実施し、

作問ミス、解答ミスの撲滅に努める。

さらに入試担当委員が最終確認を行

い、ミスの発生を防ぐ。また総合型選

抜、学校推薦型選抜の入試において

も、各学科の入試担当委員が水際のチ

ェックを行い、ミスが生じないように

努める。 

2.入試実施にあたっては、実施要項の

熟読、教職員向けの説明会等により、

入試実施上の注意事項を徹底する。 
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1.入学者選抜試験問題のミス防止や公正な試験運用に関しては、十分に注意を払い実

施し、外部の第三者機関による査読、問題チェックを経て作問者が各日程の試験問題

を作成し、学内入試担当委員での最終確認を行うことにより、出題ミスの発生防止に

努めた。 

2.入試実施においては、実施要項、監督要項を作成するとともに学内で教職員に対す

る説明会を実施し、円滑な入試実施に努めた。 

3.大学院研究科においては、学位授与の方針に合致した学びを修め得る知識と人間性

を有する人材の養成を図るため、学力試験と面接、書類審査、論文(医療保健学研究

科博士課程のみ)による入学試験を実施した。 
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「評価指標」 

・入学者選抜における作問ミスの発

生防止の取組状況 

・入試実施にともなうトラブル等の

発生防止の取組状況 

 

【計画 29】(入試事務部) 

学部・研究科等の入学定員に基づき、

適切な入学者数を受け入れるととも

に収容定員の適正な管理に努める。 

「計画達成のための方策」 

1.学部入試における全学部・全学科の

入学定員達成をめざす。そのための各

入試区分での学生募集、出願者増に向

けた活動に注力する。 

2.収容定員割れとなっている医療栄

養学科、医療情報学科の収容定員充足

を図る。 

3.収容定員の充足のため、入学定員の

達成とともに退学者動向も視野に入

れた取組を行う。 

4. 和歌山看護学部の定員増を検討す

る。 

「評価指標」 

・毎年度の入学者実績の検証 

・上記にともなう収容定員の検証 

・退学者動向の把握 

・（和歌山看護学部の定員検討のため

の）入学定員超過率(1.15)の状況の

確認 

 

3.研究科の入試については、研究科ご

とに実施しており、選抜方法や日程等

については、学部長等会議及び大学経

営会議において、審議・決定する。 

「評価指標」 

・入学者選抜における作問ミス等の

発生防止の取組状況 

・入試実施上のトラブル等の発生防

止の取組状況 

 

 

 

 

 

【年度計画 29】 

1.入学定員を全学部・全学科及び各研

究科で充足させる。そのため、各入試

区分での受験者ニーズに合った学生

募集イベントを実施し、それぞれの入

試区分に適用した受験生増をめざす。 

2.収容定員を念頭においた入学者確

保を意識する。 

3.退学者減少に向けての取組や対策

を検討する。 

4.和歌山看護学部の定員増を検討す

る。 

 

「評価指標」 

・令和 4 年度の入学者実績と各学科

（特に医療栄養学科、医療情報学科）

の収容定員の検証 

・前年度の退学者実績の把握 

・（和歌山看護学部の定員検討のため

の）入学定員超過率(1.15)の状況の

確認 
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1.2.令和 4年度入学者選抜では、入試広報部を中心に積極的な学生募集に取り組み、

前年に続いての度重なる新型コロナウイルスの感染拡大の中、高校訪問や講演・ガイ

ダンス、来校型イベントを積極的に行ったが、医療保健学部医療情報学科については、

残念ながら入学者が 53名に留まり、3年ぶりに募集定員を下回る結果となった。 

・平成 31年度、令和 2年度と 2年連続して募集定員未充足であった医療栄養学科は、

令和元年度より高校での出張講義等にも積極的に取り組み、さらに来校型のオープン

クラスやオンラインによる個別相談会等のイベントに参加する受験生の発掘やフォ

ローアップに注力した結果、令和 3 年度入学者選抜においては 101 名の入学者とな

り、3年ぶりに募集定員を達成した。しかしながら、令和 4年度入試においては、医

療情報学科と同様に受験生個別の対応やフォローアップが十分にできなかったこと

もあり、入学者 65名と大幅に募集定員を下回る結果となった。 

・医療情報学科、医療栄養学科については、令和 5年度入試の内容の見直し、高大接

続プログラムに基づいた学生募集の強化等により、募集定員充足に向けての取組を強

化していく。 

3.学修成果の可視化の一環としてキャンパスプランの改修に取り組み、とくに出席

状況を学生及び保証人が把握しやすくする機能を実装した。これにより退学する前

に様々な視点で学生支援が行えることとなり退学者を減少させることが可能とな

る。令和 5年度から段階的に運用予定である。 

4.和歌山看護学部の入学定員は、平成 30年度開設当初から 90名としていたが、地域

のニーズ等を踏まえ、他の学部と同様に入学定員を 100名に増員することとし、令和
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・医療栄養学科と医療情報学

科の学生募集については、様々

な取り組みを行ったことは評

価できるが、結果としては定員

未充足であったことから、評価

区分はⅣではなくⅢと修正さ

れたい。→担当部局で修正済み 
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評価
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評価
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【計画 30】(入試広報部) 

全学部・全学科の入学定員確保に向け

て、募集活動の強化と高大連携・高大

接続の構築を図る。 

「計画達成のための方策」 

1.新学習指導要領に準じた出張講義

の創出と高大接続関係の強化を図

る。 

2.オープンキャンパスや入試説明会

などイベント内容の充実を図るとと

もに、様々な方法での情報発信の強化

を図る。 

3.大学案内及び大学紹介パンフレッ

トの刷新とＳＮＳ等情報発信の強化

を図る。 

4.地域性を重視した高校訪問活動（塾

等含む）の強化を図る。 

 

 

 

 

「評価指標」 

・全学部・全学科の定員確保状況及び

受験競争率の確保状況 

 

【計画 31】(和歌山看護学部) 

入学の意思の高い優秀な学生を確保

するために、多様な入試選抜の下、受

験者数を維持する。 

「計画達成のための方策」 

1.選抜区分ごとの受験生数を維持し、

受験延べ人数 400名を維持する。その

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 30】 

1.新学習指導要領の「総合的な探究の

時間」と連携・連動した内容の出張講

義を実施する。 

2.コロナ禍で培った経験に基づき、来

校型イベントに限定せず、オンライン

型と併用したハイブリッド型イベン

ト等を実施する。また、新たな方法に

ついても試行的に実施する。 

3.令和 5 年度に刷新する大学案内及

び大学紹介パンフレットの作成につ

いて準備を進める。18 歳の視点を最

優先し、動画やＳＮＳ等デジタル媒体

と連携・連動した内容を検討する。 

4.高等学校や塾への訪問活動を強化

し、出張講義の獲得を目指す。特に私

学との連携を強化する。 

「評価指標」 

・全学部・全学科の定員確保状況及び

受験競争率の確保状況 

 

 

 

 

 

「年度計画 31」 

1.広報活動と各高校を対象とする大

学説明会関連行事を高校の希望に沿
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5年 3月 8日開催の理事会・評議員会において審議・決定した。令和 6年度定員増が

行えるよう、令和 5年度において必要な申請手続き等を進めていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

1.高校訪問において進路探究・分野探究を目的とした出張講義の提案とその実施に注

力した。結果、出張講義の依頼数も大幅に増加し、高校との連携関係は質量ともに強

化された。 

2.各キャンパスにて来校型と WEB型でのオープンキャンパスを実施した。特に対面で

の実施に注力し、体験授業や入試個別相談、在校生・卒業生との対話の機会を増やす

など内容の充実を図った。さらに医療保健学部看護学科では、地域貢献を目的とした

公開講座に看護体験の機会を設けたところ、新たな高校層の開拓につながった。 

3.令和 5年度大学案内については、業者継続にて制作を進めた。また、医療情報学科

と医療栄養学科では、新たな動画の作成と配信、特設サイトやランディングページの

運用、そしてＳＮＳでの情報発信を強化し、募集活動に力を入れた。 

4．私立、公立共に出張講義の依頼数は増えたが既存校からの学年毎の依頼であった

ため、新規校の開拓は、十分ではなかった。 

・しかしながら、上記計画の達成にもかかわらず、医療情報学科と医療栄養学科につ

いては、定員確保に至らない結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.大学説明会関連行事を 6回実施した。 

2.令和 4年度に新宮高校と連携協定を結び、合計 8校となった。高校教諭との意見交
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区分 

評価

区分 

評価

区分 

ために、広報活動と共に大学説明会、

出前授業、1日体験入学を実施する。 

2.受験者の多い県内高校との連携協

定を推進し、現在の連携高校 4か所を

8か所まで増やす。そのために、連携

高校への大学説明会、出張講義と連携

校出身学生の母校訪問での交流を 1

回以上行うとともに、本学部教員と高

校教諭との教育指導に関する意見交

換会を 1回開催する。 

「評価指標」 

・受験延べ人数、大学説明会関連行事

への参加数、高校との交流回数、連携

高校数、連携校との交流回数、連携校

の受験者数と入学者数 

 

【計画 32】(国際交流センター、研究

協力部、各事務部) 

国際交流センターを中核として、学

生・教職員に係る海外派遣・海外研修

等を実施するとともに、オンラインを

活用した海外大学等との交流を拡大

する。また、海外からの留学生・研究

生等の受入れを推進し、大学の国際化

を進め、国際的視野を持つ医療人の育

成に努め、地域貢献及び地域の国際化

に寄与する。 

「計画達成のための方策」 

1.学生・教職員の海外派遣・海外研修

等の実施及び海外からの留学生等の

受入れを積極的に行うため、海外の大

学や医療機関との交流締結を更に推

進する。特に、国際交流センターでは

従来から協力関係にあったハワイ大

学とシャミナード大学との大学間の

って実施する。 

2.3 か所の高校と連携協定を結ぶと

ともに、高校教諭と本学部教員、高校

生と本学部学生との交流を行う。 

 

 

 

 

 

 

「評価指標」 

・受験延べ人数、大学説明会関連行事

への参加数、高校との交流回数、連携

高校数、連携校との交流回数、連携校

の受験者数と入学者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度計画 32】 

1. 従来から協力関係にあったハワイ

大学とシャミナード大学との大学間

の提携を行う。 

2.国際的な講演会の開催など積極的

に推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 
 

 

 

 

 

 

換会として「東京医療保健大学連携校連絡協議会」を開催し、8校 17名の参加、学部

からは 10名が参加した。 

出前講義 10回、高校に訪問しての説明会を 25回実施した。高校生の本学部での大学

体験では学生も参加して実施した。 

・連携高校は 8校。 

・受験延べ人数 365名 

 連携校の受験人数と入学者数 154名中 48名 

・大学説明会・オープンキャンパス等参加人数 512名 

・高校との交流回数 38回 （出前授業、説明会、学生懇談会、大学訪問他） 

・大学説明会関連行事 6回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(国際交流センター、研究協力部) 

1.ハワイ大学とシャミナード大学との大学間の正規の提携は、コロナ禍等の影響によ

り先方の受け入れ状況等が整わなかったため、提携までには至らなかった。引き続き

令和 5年度に達成できるよう準備をする。オーストラリアのグリフィス大学とは令和

2年に公式提携を結んでいる。研修実施状況としては、令和 4年 9月にグリフィス大

学オンライン研修（OSAPatGU）を、令和 5年 3月にはオンラインハワイ研修(OSAPinHI)

を実施した。OSAPatGU には 17名が参加、OSAPinHI には本学学生及び教員 39 名が参

加した。後者にはシャミナード大学の学生 12名も参加して交流を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



65 
 

第 3期中期計画 令和 4年度計画 

 

令和 4年度計画達成状況 

 

自己点検・評価委員会 

 

内部質保証推進会議 評価 

区分 

評価

区分 

評価

区分 

提携を行う。 

2.国際的な講演会の開催など積極的

に推進する。 

「評価指標」 

・海外大学との交流締結数及び学生・

教職員の海外派遣・海外研修等の実施

及び海外からの留学生等の受入れ数 

・国際的な講演会等の開催状況 

 

 

 

 

「評価指標」 

・海外大学との交流締結数及び学生・

教職員の海外派遣・海外研修等の実施

及び海外からの留学生等の受入れ数 

・国際的な講演会等の開催状況 

 

Ⅲ 
 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 
 

 

 Ⅳ 
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Ⅲ 

 

 

 

2.国際的な講演会に関しては、リレー講演会「世界の医療を知ってみよう」をテーマ

として医療保健学部看護学科と共催した。令和 4 年 12月から令和 5年 2 月までの間

に、全学を対象として、オーストラリア、ニュージーランド、イギリスの医療に関す

る講演会を 3回オンラインにて実施した。学生、大学院生、専攻科生、教員が、多数

参加して非常に好評であった。各回の参加者数は、1回目リアルタイム 86名/オンデ

マンド 67名、2回目リアルタイム 61 名/オンデマンド 42名、3 回目 73名/オンデマ

ンド 22名であった。 

(世田谷事務部） 

・9 月にオーストラリアのグリフィス大学（学生 6 名/教員 3 名）、3 月にハワイのシ

ャミナード大学（学生 4名/教員 2名）とオンライン交流を実施。 

(立川事務部) 

・オーストラリア研修への参加は、4年生 1名だけであったが、ハワイ研修について

は、学長裁量経費の補助もあったため、参加者は 13名（３年 11名、１年 2名）であ

った。 

(千葉事務部) 

・東京医療保健大学総合研究所の依頼に基づき、ヘルスシステムデザインユニットが

主導する産科領域 の働き方改革に関する研究における、海外事例の収集と日本への

適用方策を検討するために、千葉看護学部の教授 1名が、3/20-22の期間で台湾医療

施設を視察した。 

・9 月にオーストラリアのグリフィス大学（研修参加者学部生 1 名/教員 2 名支援教

員）、3月にハワイのシャミナード大学（研修参加者学部生 2名・大学院生 1名・教員

1 名/教員 2 名支援教員）とオンライン交流を実施。「世界の医療ケアを知ってみよ

う！」との企画のもと、リレー講演会の開催（3回）を支援した。 

(和歌山事務部) 

・学術交流協定を締結しているベトナムナムディン大学の卒業生（介護士）他との交

流会を開催、学生 13 名が参加し国際的な看護や文化、海外の医療等を学び、有意義

な異文化交流を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


